
令和４年 ９月 １１日（日）
開催時間：13：30～16：00 （受付13：00～）
第１部 13：30～14：30 第２部 14：40～16：00

オンデマンド配信：後日配信。会場開催及びオンライン開催：同日時に開催

開催方法

会場開催・オンライン（Zoom）・オンデマンド（動画配信）
※いずれも事前申し込みが必要です。申込については裏面をご覧ください。

主催： 尾道市 、 尾道市社会福祉協議会
後援： 広島県 健康福祉局 地域共生推進課・疾病対策課 、 広島県社会福祉協議会

【問合せ先】尾道市ひきこもり支援ステーションみらサポ
住所：尾道市門田町22-5総合福祉センター内

☎（0848）22-2010 FAX（0848）22-9111
mail: mirasapo@onomichi-shakyo.jp

参加費無料

市民センターむかいしま 定員：２００名

（住所：尾道市向島町富浜５５３１−１）

※コロナウイルスの感染状況によっては開催方法の変更または中止する場合があります。

講演第１部

KHJ全国ひきこもり家族会連合会

本部事務局長 上田 理香 氏

アドバイザー 上田 理香 氏（KHJ全国ひきこもり家族会連合会 本部事務局長）
パネリスト 松浦 拓郎 氏（厚生労働省社会・援護局地域福祉課 ひきこもり支援専門官）

中村 友紀 氏（福山ばらの会 ひきこもり親の会代表 当事者家族）
髙橋 望 （尾道市ひきこもり支援ｽﾃｰｼｮﾝみらサポ 社会福祉士）

●ディスカッション 「尾道市におけるひきこもり支援のこれから」
コーディネーター 中井 俊雄 氏（ノートルダム清心女子大学 准教授）

●厚生労働省 説明 「ひきこもり支援施策について（仮）」

第２部 説明＆ディスカッション

「地域共生とひきこもり支援が紡ぐ未来」

尾道市
ひきこもり支援ステーション

みらサポ
開設記念フォーラム

「本人、家族の視点を大切にしたひきこもり支援」

申込みQRL



経歴：前職は総社市社会福祉協議会事務局次長、兼ねて総社市ひきこもり支援センター長を務める。現在、「ひ
きこもりの理解促進と支援体制の充実活性化のための人材育成に関する事業」（厚生労働省民間団体活動事
業）支援体制構築委員会委員（2021.7～）、尾道市地域共生包括化推進会議委員長（2021．2～）及び尾道
市課題解決会議ひきこもり部会長（2022．3～）を務める。

経歴：KHJ 全国ひきこもり家族会連合会本部事務局長。家族支援士（日本家族カウンセリング協会認定）。KHJ 
認定ピアサポーター。20 代の頃、断続的な親子二重の社会的ひきこもりを経験。2012年よりKHJ事務局に従事
し、全国の家族会立ち上げ、取り組みを支援する。2013 年より家族会を対象にひきこもりピアサポーター養成研
修事業を毎年、企画運営実施。本人や家族、協働する支援者が家族会ピアサポーターとして活躍している。その
他、本人家族へのカウンセリング、親の学習会、居場所支援などに携わる。 また、KHJ ジャーナル「たびだち」企画
編集、各自治体の講演会では、家族支援の重要性を伝えている。2019 年度より、東京都ひきこもりに係る支援
協議会委員。共著に『ひきこもり大学』（潮出版社）。

第２部

コーディネーター
ノートルダム清心女子大学

准教授 中井 俊雄 氏

アドバイザー 上田 理香 氏（KHJ全国ひきこもり家族会連合会 本部事務局長）
パネリスト 松浦 拓郎 氏（厚生労働省社会・援護局地域福祉課 ひきこもり支援専門官）

中村 友紀 氏（福山ばらの会 ひきこもり親の会代表 当事者家族）
髙橋 望 （尾道市ひきこもり支援ｽﾃｰｼｮﾝみらサポ 社会福祉士）

講師 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 本部事務局長 上田 理香 氏

第１部 「本人、家族の視点を大切にしたひきこもり支援」

●厚生労働省 説明 「ひきこもり支援施策について（仮）」

名前 電話番号

メール
アドレス

参加区分 □本人・家族 □支援者 □一般住民 □その他（ ）

居住地 □尾道市内 □尾道市外

参加方法

（ ）会場参加

（ ）オンライン（Zoom）で参加

（ ）オンデマンドで参加（後日、動画配信）

申込票

申込締め切り：令和４年9月7日尾道市ひきこもり支援ステーションみらサポ 宛

申込み方法：☎ 0848-22-2010 ／ FAX 0848-22-9111
メール mirasapo@onomichi-shakyo.jp

説明＆ディスカッション

講演

● ディスカッション 「尾道市におけるひきこもり支援のこれから」

申込みQRL


